
別 紙 

○ 八戸市中心市街地活性化基本計画 新旧対照表（傍線部分は変更部分） 

 

 

変  更  後 

 

 

変  更  前 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他

の市街地の整備改善のための事業に関する事項 

［１］～［２］（１）（略） 

 

（２）① （略） 

 

（２）② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名 

内容及び実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置づけ 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

○事業名 

国道 340 号線特定

交通安全施設等整

備事業 

 

○内容 

廿三日町電線共同

溝の整備（L=280m） 

 

○実施時期 

平成 16～20 年度 

 

県 ・表通りにおいて、これまで八日

町・三日町・十三日町と進めら

れてきた電線共同溝整備を、廿

三日町においても実施する。 

・当事業は、安全な歩行空間の確

保や都市景観の向上に資する

ものであり、「来街者を増やす」

目標の達成に寄与するととも

に、災害緊急時のインフラ強化

につながる。 

 

○ 措 置 の

内容 

道路事業 

 

○ 実 施 時

期（措置

を 受 け

る時期）

平成 16～

20 年度 

 

○事業名 
県道妙売市線交通

安全施設整備事業 

  
○内容 

県道妙売市線の歩

道整備（L=350ｍ） 

  
○実施時期 

平成 18 年度～ 
 

県 ・中心市街地の三日町から長横町

の間の歩道整備をすることに

よって、中心市街地を訪れる来

街者の安全な歩行空間の確保

や都市景観の向上を目的とす

る。 

・「来街者を増やす」目標の達成

に寄与するものである。 

○ 措 置 の

内容 
社会資本整

備総合交付

金（道路事

業） 

 

○実施時期 

（ 措 置 を

受 け る 時

期） 

平成 18 年度

～ 

 

○事業名 

六日町地区くらし

のみちゾーン形成

事業 

 

○内容 

・くらしのみちゾー

市 ・中心市街地には、（仮称）八戸

市中心市街地地域観光交流施

設、長者まつりんぐ広場等の交

流施設や、小路・横丁、飲食街

など、本市が構想する「フィー

ルドミュージアム構想」を構成

する様々な観光・交流スポット

○ 措 置 の

内容 
社会資本整

備総合交付

金（道路事

業） 

 

 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他

の市街地の整備改善のための事業に関する事項 

［１］～［２］（１）（略） 

 

（２）① （略） 

 

（２）② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名 

内容及び実施時期

実施 

主体 

目標達成のための位置づけ 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

○事業名 

国道 340 号線特定

交通安全施設等整

備事業 

 

○内容 

廿三日町電線共同

溝の整備（L=280m）

 

○実施時期 

平成 16 年度～ 

 

県 ・表通りにおいて、これまで八日

町・三日町・十三日町と進めら

れてきた電線共同溝整備を、廿

三日町においても実施する。 

・当事業は、安全な歩行空間の確

保や都市景観の向上に資する

ものであり、「来街者を増やす」

目標の達成に寄与するととも

に、災害緊急時のインフラ強化

につながる。 

 

○ 措 置 の

内容 

道路事業 

 

○ 実 施 時

期（措置

を 受 け

る時期）

平成 16 年

度～ 

 

○事業名 
県道妙売市線交通

安全施設整備事業 

  
○内容 

県道妙売市線の歩

道整備（L=350ｍ）

  
○実施時期 

平成 18 年度～ 
 

県 ・中心市街地の三日町から長横町

の間の歩道整備をすることに

よって、中心市街地を訪れる来

街者の安全な歩行空間の確保

や都市景観の向上を目的とす

る。 

・「来街者を増やす」目標の達成

に寄与するものである。 

○ 措 置 の

内容 
道路事業 

 

○実施時期 

（ 措 置 を

受 け る 時

期） 

平成 18 年度

～ 

 

○事業名 

六日町地区くらし

のみちゾーン形成

事業 

 

○内容 

・くらしのみちゾー

ン形成事業を通じ

市 ・中心市街地には、（仮称）八戸

市中心市街地地域観光交流施

設、長者まつりんぐ広場等の交

流施設や、小路・横丁、飲食街

など、本市が構想する「フィー

ルドミュージアム構想」を構成

する様々な観光・交流スポット

が存在する。 

○ 措 置 の

内容 
道路事業 

 

○ 実 施 時

期（措置

を 受 け

る時期）

 



ン形成事業を通じ

た整備 

・市道上組町湊線の

電線共同溝整備

(L=520m×2 

=1040m） 

・市道上組町湊線の

歩道整備(L=700m

×2 

=1400m） 

・市道鷹匠小路線の

電線共同溝及び歩

車共存道路整備

（L=250m） 

 

○実施時期 

平成 16 年度～ 

 

が存在する。 

・しかし、これらスポットを結ぶ

多くの道路では、散策するため

の安全な歩行空間への改善や、

快適な歩行環境となる道路修

景が必要となっている。 

・このため、くらしのみちゾーン

形成事業を推進し、バリアフリ

ー化された、安全・安心で、楽

しく歩ける歩行空間を整備し、

フィールドミュージアム構想

のモデルルートの形成を目指

すものであり、中心市街地での

滞在・回遊を促進し、「来街者

を増やす」目標の達成に寄与す

るものである。 

○ 実 施 時

期（措置

を 受 け

る時期）

平成16年

度～ 

  

○事業名 

三八城公園整備事

業 

 

○内容 

樹木の植込、遊歩

道・見晴し台の整

備により、中心市

街地の緑空間の充

実を図る 

 

○実施時期 

平成 6～21 年度 

市 ・中心市街地にまとまった緑空間

が少ない中で、三八城公園は本

八戸駅近くに位置し、公園がも

つ豊かな緑空間は、貴重なもの

となっている。 

・また、当公園は八戸城址に整備

され、南部氏ゆかりの三八城神

社があるなど、中心市街地の歴

史散策など、観光スポットとも

なる公園である。 

・当事業は、中心市街地の滞在・

回遊を促進し、「来街者を増や

す」目標の達成に寄与する。さ

らに、市街地環境にゆとりや潤

いを付与することから居住環

境の改善に資するものとして

「定住を促進する」目標の達成

に寄与するものである。 

 

○ 措 置 の

内容 

都 市 公 園

事業 

 

○ 実 施 時

期（措置

を 受 け

る時期）

～平成 21

年度 

 

 

（３）（略） 

 

（４）国の支援がないその他の事業 

事業名 

内容及び実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置づけ 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

○事業名 

本八戸駅通り地区

整備事業 

市 ・ 地 権
者等 

・本八戸駅通りは JR 八戸線本八

戸駅と三日町周辺をつなぐ道

路であり、鉄道で中心市街地を

 社会資本整

備総合交付

金を活用予

た整備 

・市道上組町湊線の

電線共同溝整備

(L=520m×2 

=1040m） 

・市道上組町湊線の

歩道整備(L=700m

×2 

=1400m） 

・市道鷹匠小路線の

電線共同溝及び歩

車共存道路整備

（L=250m） 

 

○実施時期 

平成 16 年度～ 

 

・しかし、これらスポットを結ぶ

多くの道路では、散策するため

の安全な歩行空間への改善や、

快適な歩行環境となる道路修

景が必要となっている。 

・このため、くらしのみちゾーン

形成事業を推進し、バリアフリ

ー化された、安全・安心で、楽

しく歩ける歩行空間を整備し、

フィールドミュージアム構想

のモデルルートの形成を目指

すものであり、中心市街地での

滞在・回遊を促進し、「来街者

を増やす」目標の達成に寄与す

るものである。 

平成16年

度～ 

  

○事業名 

三八城公園整備事

業 

 

○内容 

樹木の植込、遊歩

道・見晴し台の整

備により、中心市

街地の緑空間の充

実を図る 

 

○実施時期 

平成 6～23 年度 

市 ・中心市街地にまとまった緑空間

が少ない中で、三八城公園は本

八戸駅近くに位置し、公園がも

つ豊かな緑空間は、貴重なもの

となっている。 

・また、当公園は八戸城址に整備

され、南部氏ゆかりの三八城神

社があるなど、中心市街地の歴

史散策など、観光スポットとも

なる公園である。 

・当事業は、中心市街地の滞在・

回遊を促進し、「来街者を増や

す」目標の達成に寄与する。さ

らに、市街地環境にゆとりや潤

いを付与することから居住環

境の改善に資するものとして

「定住を促進する」目標の達成

に寄与するものである。 

 

○ 措 置 の

内容 

都 市 公 園

事業 

 

○ 実 施 時

期（措置

を 受 け

る時期）

～平成 23

年度 

 

 

（３）（略） 

 

（４）国の支援がないその他の事業 

事業名 

内容及び実施時期

実施 

主体 

目標達成のための位置づけ 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

○事業名 

本八戸駅通り地区

整備事業 

 

市 ・ 地 権
者等 

・本八戸駅通りは JR 八戸線本八

戸駅と三日町周辺をつなぐ道

路であり、鉄道で中心市街地を

訪れる際の主要な歩行動線と

 まちづくり

交付金を活

用予定 



 

○内容 

・本八戸駅通りの歩

行空間改善と、中

心市街地の回遊、

居住環境の改善・

充実に向けた本八

戸駅通りを中心と

したまちづくり 

・都 3・5・1 街路と

連動した本八戸駅

通り沿道地区整備

と居住環境の改善 

 

○実施時期 

平成22～28年度 

訪れる際の主要な歩行動線と

なっている。しかし、通りは幅

員約 9m で歩道はなく、安全な

歩行空間の確保が急務となっ

ている。 

・本八戸駅通りの現道の一部と重

なる形で、都市計画道路 3・5・

1 号沼館三日町線が計画され

ており、当該路線整備と周辺の

まちづくりについて、地権者等

による検討が進められている。 

・本地区は、本八戸駅通りでの安

全な歩行空間の確保のほか、沿

道の商店街の再生、中心市街地

の居住地としての市街地環境

の改善を目指すものであり、

「来街者を増やす」や「定住を

促進する」、さらには「商店街

の活力を回復する」といった目

標の達成に寄与するものであ

る。 
 

定 

 

 

６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のための事業及び当該

事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

［１］～［２］（１）（略） 

 

（２）① （略） 

 

（２）② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名 

内容及び実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置づけ 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

○事業名 

借上市営住宅整備

事業 
 
○内容 

民間主体が整備し

た住宅を市営住宅

として借上げ、ま

ちなか居住を促進 
 

○実施時期 

平成 20～24 年度 

市 ・中心市街地の人口は平成２年以

降減少傾向にあり、世帯数も平

成７年以降減少傾向にある。ま

た、高齢化も進行し、この状況

が続けば、防犯・防災活動の維

持など地域コミュニティの存

続が困難になる。 

・こうした状況のなか、第５次八

戸市総合計画では戦略プロジ

ェクトの一つに中心市街地の

「居住・交流の促進によるコミ

ュニティの再生」が位置づけら

れ、まちなかの定住、交流の促

○ 措 置 の

内容 
社会資本整

備総合交付

金（地域住宅

計画に基づ

く事業） 

 

○ 実 施 時

期（措置

を 受 け

る時期）

平成 22～

 

○内容 

・本八戸駅通りの歩

行空間改善と、中

心市街地の回遊、

居住環境の改善・

充実に向けた本八

戸駅通りを中心と

したまちづくり 

・都 3・5・1 街路と

連動した本八戸駅

通り沿道地区整備

と居住環境の改善

 

○実施時期 

平成22～28年度 

なっている。しかし、通りは幅

員約 9m で歩道はなく、安全な

歩行空間の確保が急務となっ

ている。 

・本八戸駅通りの現道の一部と重

なる形で、都市計画道路 3・5・

1 号沼館三日町線が計画され

ており、当該路線整備と周辺の

まちづくりについて、地権者等

による検討が進められている。 

・本地区は、本八戸駅通りでの安

全な歩行空間の確保のほか、沿

道の商店街の再生、中心市街地

の居住地としての市街地環境

の改善を目指すものであり、

「来街者を増やす」や「定住を

促進する」、さらには「商店街

の活力を回復する」といった目

標の達成に寄与するものであ

る。 
 

 

 

６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のための事業及び当該

事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

［１］～［２］（１）（略） 

 

（２）① （略） 

 

（２）② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名 

内容及び実施時期

実施 

主体 

目標達成のための位置づけ 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

○事業名 

借上市営住宅整備

事業 
 
○内容 

民間主体が整備し

た住宅を市営住宅

として借上げ、ま

ちなか居住を促進 
 

○実施時期 

平成 20～24 年度 

市 ・中心市街地の人口は平成２年以

降減少傾向にあり、世帯数も平

成７年以降減少傾向にある。ま

た、高齢化も進行し、この状況

が続けば、防犯・防災活動の維

持など地域コミュニティの存

続が困難になる。 

・こうした状況のなか、第５次八

戸市総合計画では戦略プロジ

ェクトの一つに中心市街地の

「居住・交流の促進によるコミ

ュニティの再生」が位置づけら

れ、まちなかの定住、交流の促

進を目指すものとしている。 

○ 措 置 の

内容 

地 域 住 宅

交付金 

 

○ 実 施 時

期（措置

を 受 け

る時期）

平成 22～

24 年度 

 



進を目指すものとしている。 

・当事業は、ファミリー層等の定

住を住まいづくりの側面から

支援するものであり、「来街者

を増やす」「商店街の活力を回

復する」「定住を促進する」と

いった目標の達成に寄与する

ものである。 

24 年度 

○事業名 

中心市街地まちな

か住宅取得支援事

業 
 

○内容 

中心市街地内にお

ける住宅取得に対

する支援 

 

○実施時期 

平成 21～23 年度 

市 ・中心市街地内をまちなか居住を

促進する区域とし、住宅の新築

や分譲住宅の取得等を行う者

に対して、費用の一部を支援す

る。 

・当事業は、中心市街地における

住宅建設及び取得を支援する

ことによって、まちなか居住を

促進し、中心市街地活性化を図

るものであり、「来街者を増や

す」「商店街の活力を回復する」

「定住を促進する」といった目

標の達成に寄与するものであ

る。 

○ 措 置 の

内容 
社会資本整

備総合交付

金（地域住宅

計画に基づ

く事業） 

 

○ 実 施 時

期（措置

を 受 け

る時期）

平成 21～

23 年度 

 

 

（３）（略） 

 

（４）（略） 

 

 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業その他の商業の活性化のための事業及び措置に関

する事項 

［１］～［２］（１）（略） 

 

（２）① （略） 

 

（２）② （略） 

 

（３）（略） 

 

（４）国の支援がないその他の事業 

事業名 

内容及び実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置づけ 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

○事業名 

さくら野百貨店改

築事業 

 

○内容 

民間事業
者 

・さくら野百貨店は、三日町番町

地区の回遊の起点となる核的

商業施設である。 

・当事業は、隣接する（仮称）八

戸市中心市街地地域観光交流

 社会資本整
備総合交付
金の活用を
検討 

・当事業は、ファミリー層等の定

住を住まいづくりの側面から

支援するものであり、「来街者

を増やす」「商店街の活力を回

復する」「定住を促進する」と

いった目標の達成に寄与する

ものである。 

○事業名 

中心市街地まちな

か住宅取得支援事

業 
 

○内容 

中心市街地内にお

ける住宅取得に対

する支援 

 

○実施時期 

平成 20～22 年度 

市 ・中心市街地内をまちなか居住を

促進する区域とし、住宅の新築

や分譲住宅の取得等を行う者

に対して、費用の一部を支援す

る。 

・当事業は、中心市街地における

住宅建設及び取得を支援する

ことによって、まちなか居住を

促進し、中心市街地活性化を図

るものであり、「来街者を増や

す」「商店街の活力を回復する」

「定住を促進する」といった目

標の達成に寄与するものであ

る。 

○ 措 置 の

内容 

地 域 住 宅

交付金 

 

○ 実 施 時

期（措置

を 受 け

る時期）

平成 20～

22 年度 

 

 

（３）（略） 

 

（４）（略） 

 

 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業その他の商業の活性化のための事業及び措置に関

する事項 

［１］～［２］（１）（略） 

 

（２）① （略） 

 

（２）② （略） 

 

（３）（略） 

 

（４）国の支援がないその他の事業 

事業名 

内容及び実施時期

実施 

主体 

目標達成のための位置づけ 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

○事業名 

さくら野百貨店改

築事業 

 

○内容 

核的商業施設の再

民間事業
者 

・さくら野百貨店は、三日町番町

地区の回遊の起点となる核的

商業施設である。 

・当事業は、隣接する（仮称）八

戸市中心市街地地域観光交流

施設整備とともに、中心市街地

 優良建築物
等整備事業
の活用を検
討 



核的商業施設の再

整備 

 

○実施時期 

平成 22～24 年度 

 

施設整備とともに、中心市街地

の集客力を高め、交流人口の拡

大を図るものであり、「来街者

を増やす」や「商店街の活力を

回復する」目標の達成に寄与す

るものである。 

 

○事業名 

まちなか講座事業 

 

○内容 

・市民の興味を誘う

テーマで、商品を

扱うプロとして、

商業者が講座を開

催 

・購入した商品を使

って講座で習った

技を実践するもの

で、顧客の購買意

欲を高める取り組

み 

 

○実施時期 

平成 16 年度～ 

 

八戸中心
商店街連
絡協議会 

・平成 16 年度から実施している

事業で、市民に好評な取り組み

として、今後とも継続するとと

もに、個店・商店街の活力の回

復に向けて改善・拡充を目指す

ものである。 

・当事業は、受講者に商品・サー

ビス等の基礎知識を習得して

もらうとともに、個店を再認識

してもらうことにより、新たな

顧客の獲得を目指すものであ

り、「商店街の活力を回復する」

目標の達成に寄与するもので

ある。 

・また、何かに「体験・参加」す

る機会を提供することで、市

民が来街するきっけを作るこ

とができ、「来街者を増やす」

目標の達成にもつながるもの

である。 

  

○事業名 

はちのへホコテン

事業 

 

 

○内容 

「まちなかをステ

ージに」を合言葉

に、中心市街地を

歩行者天国として

市民に開放し、市

民参加型イベント

を定期的に開催 

 

○実施時期 

平成 15 年度～ 

 

はちのへ
ホ コ テ ン
実行委員
会 

・平成 15 年から開催していた「に

ぎわいストリートフェスティ

バル」は、平成 21 年から名称

を「はちのへホコテン」とし事

業内容を拡充。商店街と一体と

なった市民参加型のイベント

を定期的に実施するなど、内容

を充実させることで、更なる賑

わいの創出を目指す。 

・当事業を継続することにより、

まちなかでのイベントを介し

て、市民が集い、参加し、楽し

めるという市民意識を高め、来

街者との交流を促進し、「来街

者を増やす」、「商店街の活力を

回復する」目標の達成に寄与す

るものである。 

○措置の内
容 

市補助金 

 

○事業名 

商店街ポータルサ

イト運営事業 

八戸中心
商店街連
絡協議会 

・現状は、商店街などの組織や各

個店で任意にホームページの

サイトを開設している状況で

  

整備 

 

○実施時期 

平成 22～24 年度 

 

の集客力を高め、交流人口の拡

大を図るものであり、「来街者

を増やす」や「商店街の活力を

回復する」目標の達成に寄与す

るものである。 

 

○事業名 

まちなか講座事業 

 

○内容 

・市民の興味を誘う

テーマで、商品を

扱うプロとして、

商業者が講座を開

催 

・購入した商品を使

って講座で習った

技を実践するもの

で、顧客の購買意

欲を高める取り組

み 

 

○実施時期 

平成 16 年度～ 

 

八戸中心
商業街区
活性化協
議 会 ・ 商
店街 

・平成 16 年度から実施している

事業で、市民に好評な取り組み

として、今後とも継続するとと

もに、個店・商店街の活力の回

復に向けて改善・拡充を目指す

ものである。 

・当事業は、受講者に商品・サー

ビス等の基礎知識を習得して

もらうとともに、個店を再認識

してもらうことにより、新たな

顧客の獲得を目指すものであ

り、「商店街の活力を回復する」

目標の達成に寄与するもので

ある。 

・また、何かに「体験・参加」す

る機会を提供することで、市

民が来街するきっけを作るこ

とができ、「来街者を増やす」

目標の達成にもつながるもの

である。 

  

○事業名 

にぎわいストリー

トフェスティバル

事業 

 

○内容 

「まちなかをステ

ージに」を合言葉

に、中心市街地を

歩行者天国として

市民に開放し、市

民参加型イベント

を定期的に開催 

 

○実施時期 

平成 15 年度～ 

 

八戸中心
商業街区
活性化協
議 会 ・ 商
店街 

・「にぎわいストリートフェステ

ィバル」は、平成 15 年より開

催し、市民参加型のイベントと

して、市民に定着してきてい

る。 

・当事業を継続することにより、

まちなかでのイベントを介し

て、市民が集い、参加し、楽し

めるという市民意識を高め、来

街者との交流を促進し、「来街

者を増やす」、「商店街の活力を

回復する」目標の達成に寄与す

るものである。 

○措置の内
容 

市補助金 

 

○事業名 

商店街ポータルサ

イト運営事業 

 

八戸中心
商業街区
活性化協
議 会 ・ 商
店街 

・現状は、商店街などの組織や各

個店で任意にホームページの

サイトを開設している状況で

ある。 

  



 

○内容 

中心商店街の各個

店の商品・サービ

ス内容、店舗位置

図等を掲載するこ

とで、広く中心商

店街および個店を

ＰＲし、来街者・

来店者の増加を図

る 

 

○実施時期 

平成 16 年度～ 

 

ある。 

・当事業は、これらのサイトの入

り口として、商店街や個店の情

報を総合的に紹介し、ＰＲに資

するとともに、イベントや催し

など様々な情報をあわせて提

供することで、来街や回遊・滞

在を促進することにつながり、

「来街者を増やす」や「商店街

の活力を回復する」目標の達成

に寄与するものである。 

○事業名 

市日はちのへ楽市

楽座事業 

 

○内容 

・全国的にも珍しい

町名の由来である

市日を活用し、各

商店街でイベント

や売り出しを開催 

・各商店街における

市（いち）の周知

媒体を相互に活用

するなど、商店街

の連携を深める 

 

○実施時期 

平成 20 年度～ 

八戸中心
商店街連
絡協議会 

・八戸の中心市街地には、三日町、

六日町、八日町、十三日町のよ

うに、町名に市日を付けてお

り、特徴となっている。 

・当事業はこれを活用し、各市日

ごとにイベントを行うもので

あり、こうした商店街ごとに個

性ある催しや活動を実施する

ことで、商店街への誘客を図

る。 

・町名にあわせた市の開催は、毎

月決まった日に市が立つこと

を市民へ周知できる。 

・また、昔懐かしい市を開催し、

人と人とのふれあいの場を提

供する事で、中心市街地に対す

る市民の愛着心を高める。 

・こうした取り組みにより、「来

街者を増やす」、「商店街の活力

を回復する」目標の達成に寄与

するものである。 

  

 

 

８．４から 7までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］～［２］（１）（略） 

 

（２）① （略） 

 

（２）② （略） 

 

（３）（略） 

 

○内容 

中心商店街の各個

店の商品・サービ

ス内容、店舗位置

図等を掲載するこ

とで、広く中心商

店街および個店を

ＰＲし、来街者・

来店者の増加を図

る 

 

○実施時期 

平成 16 年度～ 

 

・当事業は、これらのサイトの入

り口として、商店街や個店の情

報を総合的に紹介し、ＰＲに資

するとともに、イベントや催し

など様々な情報をあわせて提

供することで、来街や回遊・滞

在を促進することにつながり、

「来街者を増やす」や「商店街

の活力を回復する」目標の達成

に寄与するものである。 

○事業名 

市日はちのへ楽市

楽座事業 

 

○内容 

・全国的にも珍しい

町名の由来である

市日を活用し、各

商店街でイベント

や売り出しを開催

・各商店街における

市（いち）の周知

媒体を相互に活用

するなど、商店街

の連携を深める 

 

○実施時期 

平成 20 年度～ 

中心市街
地の各商
店街 

・八戸の中心市街地には、三日町、

六日町、八日町、十三日町のよ

うに、町名に市日を付けてお

り、特徴となっている。 

・当事業はこれを活用し、各市日

ごとにイベントを行うもので

あり、こうした商店街ごとに個

性ある催しや活動を実施する

ことで、商店街への誘客を図

る。 

・町名にあわせた市の開催は、毎

月決まった日に市が立つこと

を市民へ周知できる。 

・また、昔懐かしい市を開催し、

人と人とのふれあいの場を提

供する事で、中心市街地に対す

る市民の愛着心を高める。 

・こうした取り組みにより、「来

街者を増やす」、「商店街の活力

を回復する」目標の達成に寄与

するものである。 

  

 

 

８．４から 7までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］～［２］（１）（略） 

 

（２）① （略） 

 

（２）② （略） 

 

（３）（略） 

 

（４）国の支援がないその他の事業 



（４）国の支援がないその他の事業 

事業名 

内容及び実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置づけ 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

○事業名 

まちなかめぐりマ

ップ作成事業 

 

 

○内容 

中心商店街の各店

の位置や観光資源

の位置、楽しいモ

デルルート、まち

なかヘビーユーザ

ーの口コミ情報な

ど満載のマップを

作成する 

 

○実施時期 

平成 22 年度 

 

八戸中心
商店街連
絡協議会 

・（仮称）八戸市中心市街地地域

観光交流施設やこみちづくり

事業などを通じて、中心市街地

には新たな見所が加わること

になり、これを広くＰＲしてい

く必要がある。 

・当マップづくりを通じて、これ

ら新たな見所を、観光客やビジ

ネスマン、また、市民に情報発

信する。 

・また、商店街や個店のＰＲやま

ちなかめぐりのモデルルート

など、まちを楽しむための情報

を提供することで、「来街者を

増やす」や「商店街の活力を回

復する」目標の達成に寄与する

ものである。 

  

 

 

事業名 

内容及び実施時期

実施 

主体 

目標達成のための位置づけ 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

○事業名 

まちなかめぐりマ

ップ作成事業 

 

 

○内容 

中心商店街の各店

の位置や観光資源

の位置、楽しいモ

デルルート、まち

なかヘビーユーザ

ーの口コミ情報な

ど満載のマップを

作成する 

 

○実施時期 

平成 22 年度 

 

八戸中心
商業街区
活性化協
議 会 ・ 商
店街 

・（仮称）八戸市中心市街地地域

観光交流施設やこみちづくり

事業などを通じて、中心市街地

には新たな見所が加わること

になり、これを広くＰＲしてい

く必要がある。 

・当マップづくりを通じて、これ

ら新たな見所を、観光客やビジ

ネスマン、また、市民に情報発

信する。 

・また、商店街や個店のＰＲやま

ちなかめぐりのモデルルート

など、まちを楽しむための情報

を提供することで、「来街者を

増やす」や「商店街の活力を回

復する」目標の達成に寄与する

ものである。 

  

 

 

 

 

 

 

 


